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はじめに 

新年あけましておめでとうございます。旧年中はいつもお祈りに覚えていただき、家族

共々お世話になりありがとうございます。今年も主にあって、よろしくお願いします。 

私たちはローマ人への手紙から救いの三つも側面を学んでいます。昨年までに、義認と聖

化について学びました。今日から栄化に入ります。先ほど朗読しましたローマ 8：18～25

の中で、パウロは栄化に向かう過程には苦難を通過することを記しています。 

この苦難の中に３つのうめきが出てきます。①被造物のうめき（8：17～22）②神の子た

ちのうめき（8：23～25）③御霊のうめき（8：26～27）の 3 つです。今日は①被造物のう

めき（8：17～22）について学びます。 

神様は、本当にタイムリーなメッセージを用意してくださいます。ご存じのように、元

旦の午後４時過ぎ、能登半島を中心に北陸に大きな地震がありました。亡くなった方２０

０人以上、怪我された方も多くでました。まだ行方不明の方もおられ、孤立している地域

もあります。そんな中、懸命な捜索、救助、援助活動が続けられています。本当に頭が下

がります。熱いとりなしの祈りとサポートが必要です。神様の特別な守りを祈りましょ

う。 

こういった地震・津波などの自然災害を前にして、人は恐れと不安に立ち尽くしてしまい

ます。「なぜ、こんなことが起こるのだろうか」と考えます。しかしその答えは見つかり

ません。無神論者であれば「神が愛なら、なぜこんな不条理なことが起こるのか」と問

い、そして「神などいない」と結論づけるのでしょう。 

キリスト教は歴史観であり世界観であると言われます。聖書はヤハウェなる神が、天地創

造の前から壮大な計画をもって、今も遂行されている、堕落してしまった人類回復の物語

が記しています。聖書には、人類がどこから来て、どこの向かおうとしているのかが明確

に記されています。そして、今日のメッセージである「被造物のうめき」というものが、

恐ろしい自然災害を前に「なぜこんなことが起こるのか」と問う人間に、聖書が示す答え

なのです。 

 



1．苦難と栄光の比較 

8:18 今の時の苦難は、やがて私たちに啓示される栄光に比べれば、取るに足りないと私は

考えます。 

この箇所でパウロは二つのものを比較しています。それは今の時の苦難とやがて私たちに

啓示される栄光です。どのように比較しているでしょうか。 

パウロはクリスチャンには苦難があることを明言しています。まずどんな人でも通る可能

性のある苦難があります。家庭環境、学校や職場の人間関係、障害や病気。それに加えて

クリスチャンには、世との戦いがあります。世の価値観の中でクリスチャンは生きづらさ

を感じます。日本においては理解されにくく少数派です。迫害や批判を受けることも少な

くありません 

しかし、この手紙を書いているパウロほど苦難を通った人はいません。使徒の働きを読む

と、彼の生涯がどんなに過酷で苦難に満ちたものであったかがわかります。ここでパウロ

は知識や観念の話ではなく、自分の体験を通したて得た真理について記しています。それ

は信頼できるものであり、後に続く私たちへの慰めです。 

11:23～28 彼らはキリストのしもべですか。私は狂気したように言いますが、私は彼ら以

上にそうです。労苦したことはずっと多く、牢に入れられたこともずっと多く、むち打た

れたことははるかに多く、死に直面したこともたびたびありました。ユダヤ人から四十に

一つ足りないむちを受けたことが五度、ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で打た

れたことが一度、難船したことが三度、一昼夜、海上を漂ったこともあります。何度も旅

をし、川の難、盗賊の難、同胞から受ける難、異邦人から受ける難、町での難、荒野での

難、海上の難、偽兄弟による難にあい、労し苦しみ、たびたび眠らずに過ごし、飢え渇

き、しばしば食べ物もなく、寒さの中に裸でいたこともありました。ほかにもいろいろな

ことがありますが、さらに、 日々私に重荷となっている、すべての教会への心づかいが

あります。 

パウロにはキリスト者の苦難について語る資格が誰よりもあるのです。神はパウロにキリ

ストに従うゆえに受ける凄まじい苦難の道を通らせました。しかしパウロはそのような苦

難も比較にもならないほど、クリスチャンがやがて受ける将来の栄光は素晴らしいのだと

宣言しています。 

ここにも６章出てきた「ロギゾマイ」という言葉がつかわれています。「考えます」とい

う言葉がそうです。ロギゾマイとはしっかり計算しなさい、答えを出しなさいという意味

でした。感情ではなく知的に理解しなさいと。 



２．被造物のうめきの原因 

文化命令 

被造物のうめきについて学ぶにあたって、押さえておきたい事柄があります。それが創

世記に出てくる「文化命令」と呼ばれるものです。人は神が創造された被造物ですが、他

の被造物とは違い、神に似た者として造られました。知性、意志、感情、創造力などが私

たちは与えられています。これは私たちが、神の似姿であるからです。神がこうした特別

な力を人間に与えたのには目的がありました。それは、神が創造された被造物の支配し、

管理をさせるためでした。これが「文化命令」で、創世記 1 章と 2 章に記されています。 

1:26 神は仰せられた。「さあ、人をわれわれのかたちとして、われわれの似姿に造ろう。

こうして彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地の上を這うすべてのもの

を支配するようにしよう。」 

1 章の命令には「支配せよ」とあります。この言葉が気になる人が多いのではないかと思

います。人間が暴君として振舞って、環境を破壊することを許しているように誤解するか

らです。しかしこの時はまだアダムは堕落していませんから、被造物に対して暴君とはな

っていませんでした。創世記１章は、人間が神の似姿として造られたことを教えることに

よって、人間は単なる被造物の一部ではないから、他の被造物を拝んではならない、ただ

創造主のみを礼拝し、正しく知恵のある管理者としてこれらを治めよと教えています。 

人間は、愛と知恵と力に満ちた無限の神の似姿として造られたのですから、有限とはいえ

愛と知恵と力をもって、被造物世界を治めるべきでした。そのことは 2 章の文化命令を読

むと分かります。創世記 2 章 15 節は、その被造物支配の内容について教えています。 

2:15 神である【主】は人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ、また守らせ

た。 

「耕す」こと、「守る」ことがその内容です。耕すと訳されていることばは、ヘブル語で

「アバド」と言いますが、その派生した言葉がエベド「しもべ」ということばです。そこ

からわかるように、アバドというのは、日本風にいえば「畑の世話をする」という感じの

意味です。神は人間が、被造物のうちに秘められた可能性を引き出すことを期待しておら

れます。 

2:5 地にはまだ、野の灌木もなく、野の草も生えていなかった。神である【主】が、地の

上に雨を降らせていなかったからである。また、大地を耕す人もまだいなかった。 



この聖句は興味深いです。神が雨を降らせず、土地を耕す人もいなかったから、野の潅木

も草もなかったというのです。人間がいなくても木も草も生えるだろうといいたいとこと

です。この聖句がこの表現をもって言おうとしていることは、人間が土地を耕すことによ

って、林も野の草も生えてくるのだということです。人間には被造物のうちに秘められて

いる可能性、力を引き出す役割があります。 

「守らせた」とはどういうことでしょうか。人間は神が託された被造物世界の可能性を引

き出して利用してよいのですが、それと同時に、これを保全しなければならないという意

味です。神は文化命令において、「耕し、利用する」と同時に、「守る」ことを求められ

ました。 

アダムの責任 

ところが、アダムは、「善悪の知識の木からは食べるな」と言われたたった一つの戒めを

破り、神に背きました。このアダムの罪が、のちの人類と被造物世界に甚大な影響を及ぼ

しました。 

3:17～18 また、人に言われた。「あなたが妻の声に聞き従い、食べてはならないとわた

しが命じておいた木から食べたので、大地は、あなたのゆえにのろわれる。あなたは一生

の間、苦しんでそこから食を得ることになる。大地は、あなたに対して茨とあざみを生え

させ、あなたは野の草を食べる。 

大地というのは、茨やあざみを代表として被造物全体を意味しています。この時以来、被

造物は呪われ、人に対して従順ではなくなってしまいました。被造物は支配できるもので

はなく、茨とあざみに代表されるように労働に苦痛を与え、管理しきれないものとなりま

した。 

以来、人類と自然との関わりは戦いの歴史です。獰猛な野獣との戦い、病害虫と戦い、台

風や地震と闘ってきたのです。現在に至っても被造物世界は、まだ人間の支配下に置かれ

ていません。近代になって、人類は自然科学の力で支配しようとしてきましたが、その結

果逆に環境破壊や地球温暖化によって自ら破壊しつつあるという矛盾に苦しんでいます。 

 

 

 



３．被造物の望み 

では、被造物に望みはないのでしょうか。 

8:19 被造物は切実な思いで、神の子どもたちが現れるのを待ち望んでいます。 

被造物は人ではありませんが、ここではまるで人のように待ち望んでいるとか、うめいて

いると擬人法で表現されています。これは代表的なへブル表現です。人間の動作や感情を

用いて表現することで、より詩的で情緒的に訴えかけてきます。 

神の子というのは、私たちクリスチャンのことです。被造物は私たちクリスチャンが栄光

のからだで現れるのを待っています。 被造物世界はアダムの堕落によって呪いを受けま

した。 その呪いが取り除かれるのは、私たちの栄化の成就する時なのです。 

8:20 被造物が虚無に服したのは、自分の意志からではなく、服従させた方によるものなの

で、彼らには望みがあるのです。 

パウロは人間に背く被造物の状態を、被造物は虚無に服し「滅びの束縛の下にある」と

表現しています。虚無に服しているとは、本来の効力を失って実を結べない状態を指しま

す。被造物が虚無に服しているのは、 服従させた方である神によってです。実はそこ

に、被造物の希望があります。 服従させた方がおられるなら、その方は、いつか破壊さ

れた被造物を元の状態に回復してくださるに違いないという希望です。 

8:21 被造物自体も、滅びの束縛から解放され、神の子どもたちの栄光の自由にあずかりま

す。 

被造物再生の条件は、神の子どもたちの栄化、つまりクリスチャン救いの完成です。 

将来私たちは、「栄光の自由」を持つ者となります。私たちの栄化と救いの完成は、キリ

ストの再臨と深い関係にあります。 キリストが再臨される時、復活の体を持った神の子

たちがキリストとともに地上に現れます。これが栄光のからだであり、栄化の約束が成就

するということです。次に地上に千年王国が成就します。これは旧約聖書が預言 してい

た「メシア的王国」のことです。千年王国の成就は、エデンの園の状態の回復です。 つ

まり、この時に被造物が滅びの束縛から解放された状態になります。  

8:22 私たちは知っています。被造物のすべては、今に至るまで、ともにうめき、ともに産

みの苦しみをしています。 



アダムの堕落以来、今に至るまで、自然界は崩壊しつつあります。「ともにうめき」 

とは、 私たち人間とともにうめきに、という意味です。 

ここ数年、地球環境はますます悪化しているように感じます。 明らかに地球温暖化が

様々のところで影響を及ぼしています。去年は日本中でクマの出没が問題になりました。

私は夜中に出勤しますが、ここ数年、週に数度はキツネと狸に遭遇するようになりまし

た。里山に食料がなくて民家に降りてきているのでしょう。伊吹山ではシカが草を食べつ

くしてしまって、それが原因で地滑りが起きていて問題になっています。また昨年は雪が

降らず、降水量も少なく琵琶湖の水位が極端に下がり問題になっています。今世界中で起

こっている災害は質も量ともに、かつてなかったほど厳しくなっています。 

「産みの苦しみ」とあります。 被造物の苦しみは、意味のない苦しみではありません。

それは、新しい世界が現れるための陣痛の苦しみです。 

ヨハネ 16：21 で主イエスはこう語っておられます。 

16:21 女は子を産むとき、苦しみます。自分の時が来たからです。しかし、子を産んでし

まうと、一人の人が世に生まれた喜びのために、その激しい痛みをもう覚えていません。 

私たちは、被造物の「うめき」が新しい世界を待ち望む「産みの苦しみ」陣痛であること

を知っています。ですから、希望を失うことなく、上にあるものを見上げながら、歩むこ

とができるのです。 自分の信仰を、世界観として捉え、揺るがない確信をもって歩みま

しょう。 

 

最後に 

被造物はどこに向かっているのかを確認しましょう。 

①神は天と地を創造した。（これが最初の理想的な状態） 

②創 1：1 と 1：2 の間で、サタンの堕落が起こった。（被造世界は混沌とした状態になっ

た） 

⓷再創造によって、秩序ある世界が出現した。（人類はエデンの園に置かれた） 

④アダムの堕落によって、世界は呪いを受けた。（今の世界は崩壊しつつある。それは、

新しい世界を産み出すための苦しみ） 



⑤千年王国（メシア的王国）キリストの再臨と神の子たちの出現（栄化の成就）（エデン

の園の状態の回復）※旧約聖書の預言のピークは千年王国（メシア的王国）その先を預言

しているのはヨハネの黙示録 

⑥新天新地 新天新地は、永遠の秩序である。（これはサタンの堕落が起こる前の状態の

回復） 

黙示録 21:1-2 また私は、新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去り、

もはや海もない。私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁の

ように整えられて、神のみもとから、天から降って来るのを見た。2．それでは、私たち

はいかに生きるべきか。 

パウロは、終末的視点で生きた人です。それは私たちが手本とすべき生き方です。地上で

の生活は一時的なものです。 その上に、私たちには予想すらできないような質的に異な

った世界が待っています。もし私たちが、富であれ苦難であれ、地上のものに目を注ぐな

ら、それによって束縛されます。ですから、上のものに目を注ぐ生き方を志す必要があり

ます。 

Ⅱコリ 4:16-18 ですから、私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人は衰えても、

内なる人は日々新たにされています。私たちの一時の軽い苦難は、それとは比べものにな

らないほど重い永遠の栄光を、私たちにもたらすのです。私たちは見えるものにではな

く、見えないものに目を留めます。見えるものは一時的であり、見えないものは永遠に続

くからです。 


